
大
宝
律
令
施
行
（
七
○
一
、
二
年
）
後
の
、
平
城
宮
を
中
核
と
し
た
中
央
集
権

体
制
は
、
各
国
に
国
府
を
置
い
て
地
方
統
治
の
拠
点
に
し
た
。
そ
の
拠
点
と
な

る
国
府
の
設
置
は
、
和
銅
か
ら
養
老
年
間
（
七
○
八
～
七
二
三
年
）
に
か
け
て
の

八
世
紀
第
１
四
半
期
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
国
府
以
前
に
も
国
評
里
制

に
基
づ
く
評
家
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
実
態
は
ま
だ
定
か
で
な
い
。

（

贄

）

平
城
京
長
屋
王
邸
宅
か
ら
は
「
相
模
国
高
座
郡
美
濃
里
秦
大
□
」
「
和
銅
七
年

十
月
」
、
「
相
模
国
高
座
郡
」
「
美
濃
里
口
一
升
口
勺
」
と
記
し
た
木
簡
が
出
土
し

（

１

）

て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
に
は
中
央
か
ら
の
出
先
機
関
で
あ
る
国
府
が
存
在
し
て

い
て
、
そ
こ
を
通
し
て
物
資
が
中
央
へ
送
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

の
相
模
国
の
国
府
が
ど
こ
に
存
在
し
て
い
た
の
か
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。

相
模
国
府
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
源
順
（
九
二
～
九
八
三
年
）
が
編
修
し
た

「
和
名
類
聚
抄
」
巻
第
五
（
九
三
五
年
）
は
「
国
府
在
二
大
住
郡
一
」
と
記
し
て
い

【
研
究
ノ
ー
ト
】

ｌ
発
掘
調
査
成
果
に
よ
る
大
住
府
に
つ
い
て
の
検
討
（
一
）
Ｉ

一

は

じ

め

に

相
模
国
府
研
究
の
現
状

國

平

健

三

文
献
で
知
り
え
る
九
三
五
年
代
の
大
住
府
が
、
国
府
成
立
期
か
ら
の
も
の
で

あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
平
安
時
代
中
期
に
変
遷
を
経
て
成
っ
た
の
か
、
そ
し

て
、
ど
の
よ
う
な
構
造
の
施
設
で
あ
っ
た
の
か
が
問
題
に
な
る
。

相
模
国
府
の
所
在
地
と
変
遷
に
つ
い
て
は
、
先
学
の
多
く
の
研
究
が
あ
る
。

そ
の
研
究
史
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
行
な
っ
た
共
同
研
究
「
古
代
の
国
府

（

２

）

の
研
究
」
に
集
約
さ
れ
て
い
る
の
で
（
同
館
研
究
報
告
第
一
○
集
）
、
こ
こ
で
は

各
論
の
詳
細
な
内
容
は
省
略
さ
せ
て
も
ら
う
。
各
論
の
内
容
を
大
別
す
る
と
、

（
１
）
大
住
↓
余
綾
郡
説
、
（
２
）
足
（
柄
）
下
↓
大
住
↓
余
綾
郡
説
、
（
３
）
高
座
↓

大
住
↓
余
綾
郡
説
に
分
け
ら
れ
、
（
２
）
と
（
３
）
が
文
献
で
は
確
認
で
き
な
い
、

足
下
郡
と
高
座
郡
を
前
に
お
い
た
三
遷
説
を
唱
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
な
か
で
、
近
年
の
調
査
研
究
に
よ
る
動
向
を
ふ
ま
え
て
例
示
す
る
と
、

（
１
）
は
文
献
が
示
す
と
お
り
の
変
遷
で
、
最
初
の
所
在
場
所
を
平
塚
市
域
と
し

て
、
次
の
余
綾
府
を
大
磯
町
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
平
塚
市
域
で
の
最
近
の

発
掘
成
果
は
、
こ
の
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
る
資
料
が
出
土
し
は
じ
め
て
い
る
。

る
。
橘
忠
兼
の
「
伊
呂
波
（
色
葉
）
字
類
抄
』
に
よ
る
原
典
を
補
充
し
た
長
寛
年

間
（
二
六
三
～
六
五
年
）
の
初
稿
（
二
巻
）
本
は
「
大
住
府
」
と
あ
る
が
、
鎌
倉
時

代
初
期
ま
で
の
増
補
本
（
十
巻
）
は
「
余
綾
ユ
ル
キ
府
」
に
変
わ
っ
て
い
る
。

文
献
で
み
る
相
模
国
府
は
大
住
郡
か
ら
余
綾
郡
へ
変
遷
し
て
お
り
、
九
三
五

年
の
平
安
時
代
中
期
に
は
大
住
郡
に
在
っ
た
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

ニ
相
模
国
府
の
研
究
と
問
題
点
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こ
こ
で
は
、
そ
の
発
掘
成
果
を
中
心
と
し
て
、
初
期
国
府
と
し
て

の
大
住
府
の
状
況
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
は
木
下
良
氏
に
代
表
さ
れ
る
も
の
で
、
「
延
喜
式
」
以
前
の

東
海
道
コ
ー
ス
に
の
る
畿
内
寄
り
に
あ
っ
て
、
「
国
府
津
」
、
「
光
海
」

ら
の
地
名
を
残
す
小
田
原
市
に
求
め
る
。
そ
の
国
府
の
一
部
に
あ
た

る
の
が
下
曾
我
遺
跡
で
あ
り
、
「
国
府
津
」
を
国
府
の
外
港
と
し
て
、

（

３

）

千
代
廃
寺
が
初
期
の
国
分
寺
で
あ
っ
た
と
す
る
。

（
３
）
を
と
る
の
が
筆
者
の
見
解
で
、
（
２
）
で
は
国
分
尼
寺
の
存
在

を
認
め
が
た
い
こ
と
、
千
代
廃
寺
と
海
老
名
国
分
僧
寺
に
葺
か
れ
た

瓦
の
作
り
方
を
検
討
し
て
海
老
名
国
分
僧
寺
が
天
平
一
三
（
七
四
一
）

年
の
国
分
寺
建
立
の
詔
で
創
建
さ
れ
た
も
の
と
し
、
そ
の
僧
寺
の
屋

瓦
は
御
浦
郡
（
三
浦
半
島
）
で
生
産
さ
れ
、
相
模
湾
か
ら
相
模
川
を
遡

る
コ
ー
ス
の
水
運
で
持
ち
込
ん
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
相
模
川
に
合

流
す
る
目
久
尻
川
の
上
流
に
あ
る
綾
瀬
市
宮
久
保
遺
跡
の
井
戸
趾
か

（

部

）

ら
出
土
し
た
「
鎌
倉
郷
鎌
倉
里
軽
マ
ロ
寸
稲
天
平
五
年
九
月
」
「
田

（

部

）

（

部

）

令
軽
マ
麻
呂
郡
稲
長
軽
マ
真
國
」
の
木
簡
を
鎌
倉
郡
衙
が
国
府
へ

進
納
し
た
出
挙
稲
の
付
札
と
し
、
そ
の
目
久
尻
川
の
上
流
で
僧
寺
域

を
通
っ
て
流
れ
る
逆
川
が
国
府
へ
物
資
を
運
ん
だ
運
河
と
み
な
し
、

僧
寺
の
北
側
に
あ
る
尼
寺
の
北
方
（
第
一
図
）
に
国
分
寺
建
立
期
に
関

（

４

）

わ
る
初
期
国
府
が
天
平
五
（
七
三
三
）
年
頃
に
は
存
在
し
た
と
す
る
。

ま
た
国
府
の
付
属
寺
院
を
漢
（
湧
）
河
寺
で
あ
る
と
し
、
「
日
本
三
代

實
録
』
巻
四
十
の
元
慶
五
（
八
八
一
）
年
十
月
三
日
条
に
「
相
模
國
言
。

第1図高座郡初期国府説による国府位置と寺院の関係（ 『えびなの歴史』第2号より転載）
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國
分
寺
金
色
藥
師
丈
六
像
一
躰
。
挟
侍
菩
薩
像
二
躰
。
元
慶
二
年
九
月
廿
九
日

遭
二
地
震
一
。
悉
催
破
。
其
後
失
火
僥
損
。
望
請
改
造
。
以
修
一
御
願
一
。
又
依
一
一

太
政
官
去
貞
観
十
五
年
七
月
廿
八
日
符
一
。
以
二
漢
河
寺
一
為
二
國
分
尼
寺
一
。
而

同
日
地
震
。
堂
舎
頽
壊
。
請
価
レ
奮
以
二
本
尼
寺
一
・
為
二
國
分
尼
寺
一
・
詔
並
許
~

之
」
と
あ
る
内
容
は
、
漢
（
湧
）
河
寺
が
国
営
の
官
寺
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
国
分

尼
寺
を
仮
り
の
移
転
場
所
と
し
て
許
し
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
漢
河
寺
も
元

慶
二
（
八
七
八
）
年
九
月
二
九
日
の
地
震
で
倒
壊
し
た
た
め
に
尼
寺
が
元
の
地

へ
移
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
国
府
付
属
寺
院
の
漢
河
寺
が
国
府
の
移
転
に
伴
っ

て
移
っ
た
の
が
平
塚
市
の
四
之
宮
下
郷
廃
寺
で
あ
る
、
と
す
る
考
え
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
大
住
郡
の
平
塚
市
へ
国
府
が
変
遷
し
た
の
は
九
世
紀

後
半
の
こ
と
で
あ
り
、
「
和
名
類
聚
抄
』
巻
第
五
（
九
三
五
年
）
の
「
国
府
在
二
大

住
郡
一
」
と
す
る
記
事
が
九
世
紀
後
半
か
ら
一
○
世
紀
に
か
け
て
の
状
況
と
あ

る
程
度
の
整
合
性
を
も
つ
、
と
考
え
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
大
住
府
の
前
に
初

期
国
府
が
高
座
郡
に
在
っ
た
と
す
る
状
況
的
な
推
考
で
あ
っ
て
、
国
庁
な
い
し

国
府
関
連
の
遺
構
を
検
出
し
て
の
論
証
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
弱
点
が
あ
る
。

以
上
の
大
別
し
た
三
説
に
お
い
て
、
国
府
と
国
分
寺
の
関
連
性
を
視
野
に
す

え
た
（
二
）
。
（
三
）
説
で
は
、
国
分
寺
の
創
建
期
が
問
題
に
な
る
。
ま
ず
（
二
）
説

で
は
、
前
場
幸
治
氏
の
国
分
寺
古
瓦
研
究
と
も
関
係
し
て
、
七
世
紀
末
に
創
建

さ
れ
た
豪
族
の
氏
（
私
）
寺
で
あ
っ
た
千
代
廃
寺
が
国
分
寺
建
立
の
詔
が
発
せ
ら

れ
た
段
階
で
国
分
寺
に
転
用
さ
れ
た
も
の
で
、
弘
仁
一
○
（
八
一
九
）
年
の
火
災

（

５

）

に
よ
っ
て
海
老
名
市
の
国
分
寺
へ
と
移
っ
た
と
さ
れ
る
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
国
分
寺
と
は
僧
寺
と
尼
寺
の
二
寺
を
さ
し
、
千
代
廃
寺

を
僧
寺
と
し
た
場
合
の
、
尼
寺
が
小
田
原
市
に
存
在
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

現
状
で
は
尼
寺
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
し
、
千
代
廃
寺
の
み
で
二
寺
を

兼
ね
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
国
分
寺
建
立
期
段
階
で

の
千
代
廃
寺
の
建
物
構
造
が
問
題
に
な
る
。
東
大
寺
式
伽
藍
配
置
を
と
る
と
想

定
さ
れ
て
い
る
が
、
出
土
し
て
い
る
屋
瓦
の
な
か
で
国
分
寺
建
立
期
段
階
に
葺

か
れ
た
も
の
は
意
外
に
少
な
く
、
大
半
は
白
鳳
期
と
平
安
時
代
の
も
の
で
占
め

ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
傾
向
を
示
し
な
が
ら
も
、
金
堂
と
講
堂
の
間
で

出
土
し
た
と
さ
れ
る
鬼
瓦
は
、
武
蔵
国
分
寺
の
も
の
と
同
箔
で
あ
り
、
そ
の
眉

間
か
ら
鼻
に
か
け
て
残
る
箔
傷
の
状
態
か
ら
み
る
と
、
千
代
廃
寺
使
用
の
鬼
瓦第2図 7世紀末～宝亀2年の道路体系と国府位置

（註7による）
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の
箔
型
を
武
蔵
国
分
寺
へ
移
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で

（

６

）

は
相
模
国
と
武
蔵
国
と
の
国
分
寺
間
に
共
有
す
る
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
問
題

は
、
国
府
と
僧
・
尼
寺
と
の
関
係
に
な
っ
て
こ
よ
う
。

で
は
、
千
代
廃
寺
を
氏
寺
か
ら
初
期
国
分
寺
の
転
用
と
し
て
、
弘
仁
一
○
年

の
海
老
名
国
分
寺
へ
の
変
遷
が
成
立
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
移
り
た
い
。

法
隆
寺
式
伽
藍
配
置
を
と
る
海
老
名
国
分
僧
寺
の
創
建
期
瓦
は
、
珠
文
縁
単

弁
五
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
と
均
正
唐
草
文
軒
平
瓦
で
あ
り
、
御
浦
郡
の
公
郷
瓦
窯

で
生
産
さ
れ
た
一
枚
作
り
の
も
の
で
あ
る
。
創
建
期
の
平
瓦
に
桶
巻
き
作
り
に

よ
る
凸
面
斜
格
子
叩
き
の
千
代
廃
寺
系
平
瓦
を
若
干
含
み
な
が
ら
も
、
大
半
が

一
枚
作
り
の
も
の
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
「
桶
巻
き
」
か
ら
．
枚
作
り
」
の
造
瓦

技
法
に
な
る
変
換
期
を
須
恵
器
と
瓦
を
併
焼
し
た
関
東
地
方
の
窯
で
調
べ
て
み

（

４

）

る
と
、
八
世
紀
中
葉
を
境
に
し
た
時
期
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
海
老
名

国
分
僧
寺
も
八
世
紀
中
葉
こ
ろ
の
建
立
を
示
す
も
の
で
、
僧
寺
の
北
方
に
あ
る

尼
寺
は
そ
れ
よ
り
遅
れ
た
八
世
紀
後
半
と
み
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
場
合
の
、
弘

仁
一
○
年
の
千
代
廃
寺
か
ら
の
国
分
寺
移
転
説
を
と
る
と
、
半
世
紀
ほ
ど
の
期

間
は
ど
の
よ
う
な
寺
院
の
性
格
を
な
し
た
の
か
、
で
あ
る
。
八
世
紀
中
葉
の
氏

寺
と
は
考
え
が
た
い
の
で
、
海
老
名
国
分
寺
が
建
立
の
詔
で
建
っ
た
純
然
た
る

国
分
寺
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
国
分
寺
創
建
期
に
、
国
府
も
同
じ
郡

内
の
高
座
郡
に
在
っ
た
と
す
る
の
が
、
（
三
）
説
の
内
容
で
あ
る
。

し
か
し
、
木
下
良
氏
や
中
村
太
一
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
国
分
尼
寺
北
方

の
国
府
推
定
地
で
は
官
道
コ
ー
ス
と
国
府
設
定
位
置
と
の
あ
り
方
に
他
国
と
の

共
通
性
が
見
出
せ
な
い
と
こ
ろ
に
欠
点
が
あ
る
。
中
村
氏
に
よ
る
と
、
七
世
紀

大
住
府
初
期
国
府
説
は
、
小
島
弘
義
氏
が
生
前
に
強
く
主
張
さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
。
小
島
氏
自
ら
が
生
前
に
発
掘
し
て
い
た
平
塚
市
の
稲
荷
山
Ａ
遺
跡

第
一
地
点
の
出
土
品
整
理
が
な
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
「
国
厨
」
と
墨
耆
さ
れ
た

土
器
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
氏
の
死
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
国
厨

と
は
国
府
施
設
に
伴
う
厨
房
の
こ
と
で
、
「
国
厨
」
の
墨
書
文
字
が
一
号
竪
穴
住

居
趾
の
土
師
器
坏
（
第
六
図
８
～
岨
）
と
須
恵
器
蓋
（
７
）
に
み
ら
れ
た
（
第
四
図
）
。

ま
た
同
遺
跡
の
三
号
竪
穴
住
居
趾
に
お
い
て
、
人
面
墨
書
（
第
六
図
１
．
２
）
や

「
大
住
厨
」
（
５
）
、
「
大
厨
」
（
６
）
、
「
大
」
（
４
）
、
「
主
」
な
ど
の
墨
耆
文
字
が
土
師

器
坏
に
み
ら
れ
、
遺
構
確
認
時
出
土
の
土
師
器
坏
の
な
か
に
も
「
国
厨
」
の
墨
書

（

８

）

（
ｕ
・
岨
）
が
含
ま
れ
て
い
た
（
第
七
図
）
。
ま
た
国
道
一
二
九
号
線
を
挟
ん
だ
、

末
か
ら
宝
亀
二
（
七
七
一
）
年
に
か
け
て
の
道
路
体
系
は
第
二
図
で
示
す
よ
う
に
、

い
ず
れ
か
の
時
期
に
武
蔵
国
府
と
下
総
国
府
、
相
模
国
府
武
蔵
国
府
下
総

国
府
を
連
結
す
る
東
海
・
東
山
道
間
の
駅
路
が
成
立
し
、
そ
の
国
府
は
官
道
の

分
岐
点
な
い
し
は
渡
河
地
点
に
置
か
れ
た
と
す
る
。
そ
の
後
、
宝
亀
二
年
か
ら

弘
仁
六
（
八
一
五
）
年
に
か
け
て
東
山
道
武
蔵
路
と
東
海
道
走
水
コ
ー
ス
が
廃
止

さ
れ
、
相
模
ｌ
武
蔵
ｌ
下
総
ｌ
上
総
国
府
間
の
東
海
道
本
線
に
変
更
さ
れ
る
。

（

７

）

そ
の
相
模
国
府
は
、
最
初
か
ら
大
住
郡
の
官
道
分
岐
点
に
在
っ
た
と
す
る
。

官
道
コ
ー
ス
に
合
せ
た
大
住
府
の
設
定
は
、
近
年
の
発
掘
調
査
の
成
果
が
そ

の
こ
と
を
示
し
つ
つ
あ
り
（
第
三
図
）
、
そ
の
内
容
を
次
に
検
討
し
て
み
た
い
。

三
大
住
府
に
よ
る
初
期
国
府
説
の
検
討
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~~~

第3図大住国府域の推定範囲（註16に基づいて作成）

（ 1 ：四之宮下郷廃寺、 2 ：神明久保遺跡第1地点、 3 ：神明久保遺跡第3地点、 4 ：稲荷前

A遺跡、 5 ：天神明遺跡第8地点、 6 ：山王A遺跡第4地点、 7 ：坪ノ内遺跡）
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稲
荷
前
Ａ
遺
跡
第
三
地
点
一
号
掘
立
柱
建
物
の
柱
穴
か
ら
は
「
旧
鼓
一
」
と
墨
書

さ
れ
た
土
師
器
甕
の
胴
部
片
が
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
南
側
に
あ
た
る
第
二
地
点

二
号
竪
穴
住
居
趾
で
は
「
大
住
」
の
墨
耆
坏
が
出
土
し
て
お
り
（
第
八
図
）
、
遺
構

（

Ｑ

ｖ

）

。

外
出
土
の
土
師
器
坏
に
も
「
国
厨
」
の
墨
耆
文
字
が
み
ら
れ
た
（
第
七
図
）
。

こ
う
し
た
「
国
厨
」
・
「
大
住
厨
」
や
相
模
国
と
武
蔵
国
が
貢
納
し
た
宴
会
用
の

（

岨

）

調
味
料
と
さ
れ
る
鼓
（
く
き
）
な
ど
の
墨
書
土
器
は
、
官
衙
関
連
施
設
の
存
在
を

想
像
さ
せ
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
竪
穴
住
居
や
掘
立
柱
建
物
、
溝
な
ど
が
複
雑

に
重
複
し
た
稲
荷
前
遺
跡
群
一
帯
で
集
中
し
て
出
土
し
て
く
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
内
容
の
墨
書
士
器
を
出
す
稲
荷
前
遺
跡
群
と
近
接
し
た

神
明
久
保
遺
跡
第
一
～
五
地
点
も
竪
穴
住
居
と
掘
立
柱
建
物
や
溝
が
複
雑
に
複

合
し
た
一
帯
を
な
し
て
い
て
、
そ
の
第
一
・
三
地
点
で
は
鋏
具
、
銅
鍔
呈
禦
両

銅
製
水
滴
、
錠
前
の
牡
金
具
ら
が
羽
口
や
多
量
の
鉄
津
と
共
に
出
土
し
、
官
衙

0 2m

第4図稲荷前A遺跡第1地点

1号竪穴住居趾の遺物出土状態

（

ｕ

）

に
関
連
の
鍛
冶
工
房
趾
群
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
神
明
久
保
遺
跡
群
と

稲
荷
前
遺
跡
群
と
の
中
間
に
あ
た
る
天
神
前
遺
跡
八
地
点
の
一
三
号
竪
穴
住
居

趾
（
第
五
図
）
か
ら
は
、
須
恵
器
坏
（
第
六
図
蝸
）
や
相
模
型
坏
（
咽
～
皿
）
と
共
に

（

吃

）

駿
東
型
の
土
師
器
坏
に
「
郡
厨
」
と
墨
書
し
た
も
の
（
皿
）
が
出
土
し
て
い
る
。

0 2m

第5図天神明遺跡第8地点13号竪穴式住居祉の遺物出土状態
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第8図稲荷前A遺跡第2地点2号竪穴住居趾の遺物出土状態

こ
う
し
た
墨
書
土
器
、
鮫
具
、
銅
鍔
・
石
帯
、
銅
製
水
滴
、
錠
前
の
牡
金
具

ら
の
官
衙
施
設
を
想
定
す
る
に
充
分
な
土
器
、
石
製
・
金
属
製
品
ら
の
出
土
と

併
せ
て
、
天
神
前
遺
跡
八
地
点
の
北
側
に
あ
る
山
王
Ａ
遺
跡
第
四
地
点
で
は
、

桁
行
四
間
（
柱
間
寸
法
二
・
一
○
脳
）
×
梁
行
三
間
（
柱
間
寸
法
一
・
六
○
届
）
規

模
の
一
号
掘
立
柱
建
物
の
柱
穴
の
掘
方
か
ら
甕
片
を
敷
き
詰
め
た
上
に
置
か
れ

（

田

）

た
佐
波
理
匙
が
出
土
し
た
。
こ
れ
は
全
長
二
六
渉
を
な
し
、
正
倉
院
御
物
と

同
じ
形
態
と
規
格
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
佐
波
理
匙
と
神
明
久
保
遺
跡
第
三
地

（

ｕ

）

点
か
ら
出
土
し
た
錠
前
の
牡
金
具
の
一
部
は
正
倉
院
御
物
に
類
似
し
て
い
る
。

こ
の
一
帯
の
遺
跡
と
遺
物
は
、
役
所
の
施
設
を
考
え
る
う
え
で
非
常
に
重
要
な

資
料
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
相
模
川
寄
り
に
あ
る
坪
ノ
内
遺
跡
で
は
、
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け

て
の
、
東
西
一
二
胴
、
南
北
五
臓
の
竪
穴
状
の
な
か
に
鍛
冶
炉
一
二
基
が
あ

（

喝

）

る
鍛
冶
遺
構
一
棟
が
検
出
さ
れ
（
写
真
一
）
、
官
営
工
房
と
み
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
発
掘
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
明
石
新
氏
は
天
神
前
遺
跡
八
地

点
一
三
号
竪
穴
住
居
趾
の
「
郡
厨
」
、
稲
荷
前
Ａ
遺
跡
第
一
地
点
三
号
竪
穴
住
居

趾
出
土
の
「
大
住
厨
」
や
「
大
厨
」
の
墨
書
土
器
が
大
住
郡
衙
の
厨
を
指
し
た
も
の

と
し
て
、
国
府
域
の
な
か
に
大
住
郡
衙
も
存
在
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
と
し
、

そ
の
位
置
を
第
三
図
に
示
す
よ
う
な
、
金
目
川
と
相
模
川
と
に
挟
ま
れ
た
砂
丘

の
沖
積
低
地
と
な
る
中
原
上
宿
、
天
神
前
、
八
幡
地
区
の
一
帯
に
大
住
国
府
域

を
設
定
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
相
模
川
右
岸
の
東
八
幡
地
区
が
旧
河
道
域
を
な

し
て
い
た
区
域
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
帯
が
国
府
に
付
随
し
た
「
津
」
の
場

（

略

）

所
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
て
い
る
。
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明
石
氏
が
大
住
郡
の
平
塚
市
に
国
府
や
郡
衙
を
お
く
理
由
に
、
な
ん
ら
遜
色

の
な
い
考
古
資
料
ば
か
り
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
今
後
も
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て

こ
の
傾
向
を
さ
ら
に
強
め
る
資
料
が
増
加
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
傾

向
に
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
明
石
氏
の
大
住
国
府
説
を
検
討
し
て
み
る
。

現
在
ま
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
発
掘
資
料
の
な
か
で
、
「
国
厨
」
と
記
し
た
墨

書
土
器
で
古
い
年
代
が
与
え
ら
れ
る
の
は
、
稲
荷
山
Ａ
遺
跡
第
一
地
点
一
号
竪

穴
住
居
趾
出
土
の
土
師
器
坏
（
第
六
図
Ⅱ
）
で
あ
る
。
法
量
は
口
径
一
三
、
器
高

三
・
八
、
底
径
九
華
を
な
し
、
明
石
氏
は
八
世
紀
第
三
四
半
期
に
位
置
づ
け
る
。

そ
し
て
同
住
居
趾
出
土
の
「
国
厨
」
と
あ
る
甲
斐
型
模
倣
坏
（
９
）
を
九
世
紀
第
１ 写真1 坪ノ内遺跡の鍛治遺構（林原利明氏提供）

四
半
期
と
し
、
住
居
内
で
の
土
器
の
出
土
状
態
か
ら
み
て
、
「
国
厨
」
と
記
し
た

法
量
の
異
な
る
墨
書
土
器
は
、
八
世
紀
第
３
四
半
期
か
ら
九
世
紀
第
１
四
半
期

に
国
府
が
大
住
郡
に
存
在
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
す
る
。

明
石
氏
は
、
口
径
一
三
、
器
高
三
・
八
、
底
径
九
芯
の
法
量
を
な
す
相
模
型

土
師
器
坏
を
八
世
紀
第
３
四
半
期
の
も
の
と
し
て
、
住
居
内
床
面
で
の
土
器
出

土
状
態
（
第
四
図
）
は
、
八
世
紀
第
３
四
半
期
の
土
器
の
後
に
九
世
紀
第
１
四
半

期
に
く
る
底
径
七
～
七
・
六
壱
台
の
「
国
厨
」
と
墨
書
し
た
相
模
型
坏
（
岨
）
や
同

時
期
に
あ
る
甲
斐
型
模
倣
坏
（
９
）
が
埋
っ
た
も
の
で
、
八
世
紀
第
３
四
半
期
に

（

Ⅳ

）

国
府
が
大
住
郡
に
在
っ
た
こ
と
の
根
拠
に
な
る
と
す
る
。
こ
の
解
釈
に
は
無

理
が
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
床
面
の
土
器
出
土
状
態
は
古
い
形
態
と
新
し
い
も
の

と
が
一
括
さ
れ
る
も
の
で
、
法
量
の
違
い
が
時
期
差
と
な
っ
て
国
府
の
存
続
期

間
に
繋
が
る
こ
と
を
意
味
し
て
は
い
な
い
、
と
考
え
る
。

す
な
わ
ち
、
結
果
的
に
は
同
じ
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
国
厨
」
と

言
き
し
る
し
た
時
点
は
須
恵
器
蓋
も
含
め
た
九
世
紀
第
１
四
半
期
に
あ
っ
て
、

そ
の
墨
言
し
た
土
器
群
に
古
い
製
品
も
含
ま
れ
た
環
境
下
で
の
事
象
で
あ
っ
た

と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
要
す
る
に
、
八
世
紀
第
３
四
半
期
か

ら
九
世
紀
第
１
四
半
期
に
か
か
る
供
膳
具
を
備
え
た
国
衙
関
連
施
設
の
厨
房
が

在
っ
て
、
そ
の
供
膳
具
保
管
場
所
で
「
国
厨
」
と
記
し
た
の
が
九
世
紀
第
１
四
半

期
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
供
膳
具
の
一
部
を
厨
房
関
連
施
設
か
ら
持
出
し
え
る

条
件
に
あ
っ
た
の
が
一
号
竪
穴
住
居
の
住
人
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
と
推
測
す

る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
遺
構
外
の
「
国
厨
」
墨
耆
土
器
（
第
六
図
岨
）

や
同
遺
跡
第
二
地
点
遺
構
外
の
「
国
厨
」
墨
書
土
器
も
九
世
紀
前
半
代
に
く
る
こ
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と
か
ら
、
九
世
紀
前
半
に
起
き
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

明
石
氏
が
八
世
紀
第
３
四
半
期
と
さ
れ
る
口
径
一
三
、
器
高
三
・
八
、
底
径

九
壱
の
法
量
で
「
国
厨
」
の
墨
耆
文
字
が
あ
る
相
模
型
土
師
器
坏
（
第
六
図
８
）

を
八
世
紀
第
３
四
半
期
に
国
府
が
大
住
郡
に
在
っ
た
こ
と
の
資
料
と
す
る
な
ら

ば
、
編
年
的
に
み
て
、
そ
の
法
量
は
天
神
前
遺
跡
八
地
点
の
一
三
号
竪
穴
住
居

趾
の
「
郡
厨
」
の
墨
書
土
器
を
含
ん
だ
相
模
型
坏
の
一
群
（
第
六
図
巧
～
皿
）
に
繋

が
っ
て
く
る
。
こ
れ
ら
は
口
径
一
三
・
一
～
一
三
・
七
、
器
高
三
・
六
～
四
・
二
、

底
径
八
・
七
～
九
・
五
穆
台
の
一
群
で
あ
る
。
こ
の
法
量
を
天
平
五
（
七
三
三
）

年
銘
木
簡
を
出
土
し
た
宮
久
保
遺
跡
井
戸
趾
の
土
器
群
と
比
較
す
れ
ば
Ⅱ
群
と

Ⅲ
群
と
に
相
当
し
、
床
面
や
覆
土
下
層
の
も
の
は
Ⅲ
群
に
く
る
の
が
多
い
。
宮

久
保
遺
跡
で
は
Ⅱ
群
を
七
六
一
～
七
八
○
年
代
、
Ⅲ
群
を
七
八
一
～
八
○
○
年

（

肥

）

代
に
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
こ
の
年
代
を
天
神
前
遺
跡
八
地
点
一
三
号
竪
穴

住
居
肚
の
土
器
群
に
あ
て
る
と
、
八
世
紀
第
４
四
半
期
に
な
る
。
ま
た
床
面
出

土
の
須
恵
器
坏
（
凶
）
も
、
こ
の
時
期
の
も
の
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
な
る
と
、
国
府
と
郡
衙
は
八
世
紀
第
４
四
半
期
段
階
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
の
か
と
い
う
と
、
「
大
住
厨
」
・
「
大
」
の
墨
書
土
器
を
含
む
稲
荷
山
Ａ

遺
跡
第
一
地
点
三
号
竪
穴
住
居
趾
の
土
師
器
坏
（
第
六
図
１
～
５
）
が
問
題
に
な

る
。
「
大
住
厨
」
が
大
住
郡
衙
の
厨
を
示
す
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
ら
は
口
径

一
四
～
一
五
・
二
、
器
高
三
・
七
～
三
・
九
、
底
径
一
○
・
四
～
一
○
・
六
穆
台
の

法
量
を
な
す
こ
と
か
ら
宮
久
保
遺
跡
井
戸
趾
で
の
Ｉ
群
土
器
に
対
比
さ
れ
、
七

四
一
～
七
六
○
年
代
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
墨
書
土
器
か
ら
大
住
郡
衙
を
追
え

る
の
は
、
八
世
紀
第
２
四
半
期
か
ら
八
世
紀
第
４
四
半
期
の
こ
と
に
な
る
。

以
上
は
、
「
国
厨
」
・
「
大
住
厨
」
・
「
郡
厨
」
の
墨
書
文
字
を
中
心
に
し
て
、
そ

の
共
伴
土
器
に
よ
る
法
量
か
ら
み
た
大
住
国
府
と
郡
衙
の
年
代
観
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
墨
書
土
器
で
み
る
限
り
で
は
、
大
住
郡
衙
は
八
世
紀
第
２
四
半
期
か
ら

始
っ
て
い
る
が
、
国
府
は
今
の
と
こ
ろ
九
世
紀
前
半
を
中
心
と
す
る
年
代
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
年
代
観
は
稲
荷
前
Ａ
遺
跡
第
一
地
点
一
号
竪
穴
住
居
趾
で
の
土
器
出
土

状
態
の
解
釈
に
よ
る
相
違
で
あ
っ
て
、
「
国
厨
」
を
も
と
に
し
た
国
府
を
八
世
紀

第
３
四
半
期
と
し
て
捉
ら
え
る
か
、
そ
れ
と
も
墨
書
し
た
時
点
で
の
土
器
の
型

態
差
と
し
て
九
世
紀
前
半
と
み
る
の
か
で
あ
り
、
国
府
そ
の
も
の
を
問
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。
問
題
は
八
世
紀
第
３
四
半
期
な
い
し
は
九
世
紀
前
半
に
国
府

が
大
住
郡
の
平
塚
市
に
存
在
し
た
可
能
性
が
非
常
に
高
い
こ
と
で
あ
り
、
国
府

と
郡
衙
と
が
並
行
す
る
時
期
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
構
成
を

と
っ
て
い
た
か
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
郡
衙
や
国
府
に
付
設
さ
れ
る
厨
が
在
っ

た
場
所
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
墨
書
土
器
が
確
認
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ

の
郡
庁
や
国
庁
の
施
設
に
直
接
関
わ
る
墨
書
文
字
の
発
見
は
ま
だ
な
い
し
、
ま

た
、
明
石
氏
が
想
定
さ
れ
る
第
三
図
で
の
範
囲
に
お
い
て
、
現
在
ま
で
発
掘
さ

れ
て
い
る
遺
構
の
状
況
が
郡
衙
や
国
府
な
い
し
は
そ
れ
ら
に
関
連
す
る
施
設
に

あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
構
成
の
も
の
は
ま
だ
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
出
土
す
る

遺
物
の
内
容
と
遺
構
の
在
り
方
と
が
、
郡
衙
や
国
衙
施
設
と
無
関
係
の
も
の
な

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
、
次
回
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

四
大
住
国
府
の
時
期
と
問
題
点
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註
・
引
用
文
献

（
１
）
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
一
九
九
五
『
平
城
京
木
簡
－
１
長
屋
王
家
木
簡

－

１

』

な
お
「
相
模
國
高
座
郡
美
濃
里
秦
大
贄
」
の
釈
文
は
、
荒
井
秀
規
一
九
九
三

「
長
屋
王
邸
宅
跡
地
出
土
の
高
座
郡
銘
木
簡
に
つ
い
て
」
『
神
奈
川
県
立
博
物
館
だ

よ
り
』
通
巻
一
三
一
号
に
よ
る
。

（
２
）
岸
俊
男
ほ
か
一
九
八
六
共
同
研
究
「
古
代
の
国
府
の
研
究
」
『
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
○
集
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

（
３
）
木
下
良
一
九
七
四
「
相
模
国
府
の
所
在
地
に
つ
い
て
」
『
人
文
研
究
』
五
九

号

神

奈

川

大

学

人

文

学

会

（
４
）
國
平
健
三
一
九
九
○
・
九
一
「
初
期
相
模
国
府
の
所
在
地
に
つ
い
て
ｌ
造
瓦

技
法
の
比
較
と
分
布
か
ら
み
た
場
合
ｌ
」
『
え
び
な
の
歴
史
』
創
刊
号
・
第
二
号

海

老

名

市

史

編

集

委

員

会

（
５
）
前
場
幸
治
一
九
八
○
『
古
瓦
を
追
っ
て
ｌ
相
模
国
分
寺
千
代
台
廃
寺
考
１
』

前
場
幸
治
一
九
八
四
『
国
分
寺
古
瓦
拓
本
集
巻
一
相
模
篇
』

（
６
）
有
吉
重
蔵
一
九
八
六
「
第
四
節
遣
瓦
か
ら
み
た
武
蔵
国
分
寺
」
『
国
分
寺
市
史
』

上

巻

国

分

寺

市

史

編

さ

ん

委

員

会

〔
本
稿
は
、
当
館
の
総
合
研
究
に
よ
る
平
成
八
年
度
分
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
平
塚
市
教
育
委
員
会
上
原
正
人
、
平
塚
市
博

物
館
明
石
新
、
坪
ノ
内
遺
跡
調
査
団
林
原
利
明
の
諸
氏
か
ら
ご
教
示
と
資
料

の
提
供
を
受
け
た
。
ま
た
図
版
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
佐
藤
亜
佳
枝
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
っ
た
こ
と
を
記
し
、
各
氏
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
〕

（
７
）
中
村
太
一
一

号

国

史

学

会

中

村

太

一

一

九
九
六
「
東
国
駅
路
網
の
変
遷
過
程
」
『
日
本
古
代
国
家
と
計
画

九
九
五
「
東
国
国
府
の
立
地
と
交
通
路
」
『
國
史
学
」
第
一
五
六

道

路

』

吉

川

弘

文

館

（
８
）
平
塚
市
教
育
委
員
会
・
平
塚
市
遺
跡
調
査
会
一
九
九
三
『
山
王
Ｂ
・
稲
荷
前
Ａ

遺
跡
他
」
平
塚
市
埋
蔵
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
魂

（
９
）
平
塚
市
教
育
委
員
会
・
平
塚
市
遺
跡
調
査
会
一
九
九
五
『
山
王
Ｂ
・
大
会
原
遺

跡
他
』
平
塚
市
埋
蔵
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
”

（
岨
）
荒
井
秀
規
一
九
九
五
「
鼓
と
国
府
」
『
山
王
Ｂ
・
大
会
原
遺
跡
他
』
所
収

（
ｕ
）
平
塚
市
遺
跡
調
査
会
一
九
九
一
『
神
明
久
保
遺
跡
第
一
地
点
』
平
塚
市
埋
蔵
文

化

財

シ

リ

ー

ズ

岨

（
岨
）
平
塚
市
教
育
委
員
会
一
九
九
六
「
天
神
前
遺
跡
ｌ
第
八
地
点
ｌ
」
『
平
塚

市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
過
集

（
咽
）
上
原
正
人
一
九
九
四
「
平
塚
市
山
王
Ａ
遺
跡
」
『
第
Ⅳ
回
神
奈
川
県
遺
跡
調
査
・

研
究
発
表
会
発
表
要
旨
』
神
奈
川
県
考
古
学
会

（
Ｍ
）
合
田
芳
正
一
九
九
一
「
平
塚
市
神
明
久
保
遺
跡
出
土
の
錠
前
に
つ
い
て
」
『
平

塚
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
二
六
集
平
塚
市
教
育
委
員
会

（
蛆
）
林
原
利
明
一
九
九
六
「
平
塚
市
坪
ノ
内
遺
跡
」
『
第
加
回
神
奈
川
県
遺
跡
調
査
・

研
究
発
表
会
当
日
発
表
要
旨
」
神
奈
川
県
考
古
学
会

（
肥
）
明
石
新
一
九
九
五
「
相
模
国
府
域
の
様
相
ｌ
国
府
域
内
の
集
落
の
分
析
を

と
お
し
て
ｌ
」
『
考
古
論
叢
神
奈
河
」
第
四
集
神
奈
川
県
考
古
学
会

明
石
新
一
九
九
五
「
発
掘
か
ら
見
た
相
模
国
府
」
『
國
史
学
』
第
一
五
六
号

（
Ⅳ
）
『
國
史
学
』
第
一
五
六
号
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
古
代
東
国
の
国
府
と
景
観
ｌ
相

模
・
武
蔵
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
の
討
論
に
よ
る
明
石
氏
の
見
解
で
あ
る
。

（
肥
）
國
平
健
三
・
長
谷
川
厚
一
九
九
○
「
宮
久
保
遺
跡
Ⅲ
」
『
神
奈
川
県
立
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
』
蛆
神
奈
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

［
キ
ー
ワ
ー
ド
恥
相
模
国
府
、
大
住
郡
衙
、
国
厨
・
郡
厨
墨
書
土
器
］
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